
2015 年度 小委員会活動成果報告 
（2016 年 2 月 10 日作成） 

小委員会名 防火・避難性能設計のあり方小委員会 
主 査 名：濱田信義 
就任年月：2014 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 

防火委員会 
委員長名：山田常圭 
主 査 名： 

設 置 期 間    2014 年 4 月  ～  2016 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

【目的】現行の性能規定を制度・運用の面及び性能設計のあり方の面から見直し、

是正策を探ることを目的とする。 
・初年度：現行検証法の工学的観点からの見直しと、性能評価のための制度を国

際的視野に立って検討した具体的な課題を検討し、是正策・提言等を検討した。

・２年度：性能設計に関する規定の改善策・提言等に関する最終報告をまとめる。

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：なし 

主査：濱田信義（濱田防災計画研究室） 
幹事：吉田克之（吉田安全設計研究室） 
委員：飯田直彦（日本構造技術者協会）、江田敏男（建築ピボット）、古平章夫（FSE）、小

林恭一（東京理科大学大学院）、佐藤博臣（ビューロベリタスジャパン）、竹市尚広

（竹中工務店）、土屋伸一（明野設備研究所）、中村仁（三井不動産）、野竹宏彰（清

水建設）、林広明（大成建設）、吉田俊之（明野設備研究所） 

設置 WG 
（WG 名：目的） 

なし 

2015 年度予算 130,000 円 
ホームページ公開の有無：なし 

委員会 HP アドレス：なし 

 

項  目 自己評価 

委員会開催数 ７回（年度内計画を含む） 

刊行物 
（シンポジウム資料等は

除く） 
なし 

講習会 なし 

催し物 
（シンポジウム・セミナー等） 
*能力開発支援事業委員会

承認企画 

（名称） 防火・避難性能設計のあり方を考える − 性能規定化 15 年の検証 – 
    見込み参加者数 40 名

（資料名）同上 

大会研究集会 なし 

対外的意見表明・パ

ブリックコメント等 
なし 

目標の達成度 
（当初の活動計画と得ら

れた成果との関係） 

１．現行の性能設計の課題は制度を含めて整理できた。 
２．当初目標にあった改善策の提言等には至らなかった。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．議論が発散しがちであった。 
２．委員会の冒頭で論点を明確にした方が、審議が円滑に進む可能性がある。 
３．選任されている委員の出席率が低い。 

 


